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　歴史理解は人々の世界認識と密接な関係をもっており、
時と状況に応じて変化します。また、歴史は人々の帰属意
識の形成に重要な役割を果たしています。地域や国はそれ
ぞれ異なった歴史をもち、それらを合わせれば世界史にな
るという従来の世界史理解は、19世紀から20世紀初め、国
民国家の形成が進む西ヨーロッパにおける世界認識に対
応して形成され、国民意識の醸成に貢献しました。それから
100年以上が経った現代世界において、私たちの新たな帰
属意識を生み出す世界史が必要となっています。

　これまで様々な地域や時代を専門とする歴史家が議論
を重ねた結果、これからは人々に地球への帰属を意識させ
る新しい世界史が必要だという考え方がしだいに共有され
るようになってきました。そのような世界史の具体像の1つと
して私たちが提案したのが、国や地域のように区分された複
数の空間の過去を時間の流れに沿って「縦」にたどるので
はなく、ある時期の地球上の諸社会を「横」につないで、そ
の時期の世界全体を見取り図的に描くことです。現代を意
識しながら見取り図を何枚か描いて示せば、人々の世界全
体（＝地球の過去）への理解と認識が深まり、世界の一部
ではなく地球への帰属意識も強くなると考えるからです。こ
の考え方は、世界史の枠組みについての日本語での議論
の積み重ねを背景として、世界に先駆けて日本で生まれた
ものです。

　私たちは3つのことを実現したいと考えています。1つは、

「横」につなぐ世界の見取り図を実際に描くことです。「社会
とその秩序」や「知識の革新と伝播」など具体的なテーマを
決めて共同研究を進めるつもりです。2つ目は、日本で生ま
れた新しい世界史についての考え方を英語で説明し、諸外
国の人 と々語り合って理論のヴァージョンアップを図ることで
す。これは簡単なことではありません。国や地域ごとに異
なった言語による独自の世界認識と世界史理解があるから
です。まずは、世界史の意味と捉え方を共有するところから
話を始めねばなりません。3つ目は、これらの国際的な活動
を通じて、次世代の歴史研究者を育てることです。日本語と
英語を使って、日本と世界で世界史研究をリードするような
たくましい歴史家が生まれることを期待しています。
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